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Input/Output の原則原則

Input とは？

受講者が情報・データを頭に入れる行為が情報・データを頭に入れる行為情報・データを頭に入れる行為データを頭に入れる行為を頭に入れる行為頭に入れる行為に入れる行為入れる行為れる行為行為

例）

・データを頭に入れる行為座学の講義を聴くの原則講義を聴くを頭に入れる行為聴くく

・データを頭に入れる行為テキストを読むを頭に入れる行為読むむ

・データを頭に入れる行為インタを頭に入れる行為ーネットを読むで調べる調べるべる行為

などなど

Output とは？

受講者が情報・データを頭に入れる行為が情報・データを頭に入れる行為自分で考えたことを何らかの形で表現する行為で調べる考えたことを何らかの形で表現する行為えたことを頭に入れる行為何らかの形で表現する行為らかの原則形で表現する行為で調べる表現する行為する行為行為

例）

・データを頭に入れる行為講師に質問するに入れる行為質問するする行為

・データを頭に入れる行為講師に質問するが情報・データを頭に入れる行為発問するしたことに入れる行為答えるえる行為

・データを頭に入れる行為グループディスカッションで調べる発言するする行為

・データを頭に入れる行為発表する行為（プレゼン）プレゼン）

　 ・データを頭に入れる行為演習問する題を解くを頭に入れる行為解くく

・データを頭に入れる行為グループレビュー

・データを頭に入れる行為ＰＣでツール類を操作するで調べるツール類を操作するを頭に入れる行為操作する行為

・データを頭に入れる行為フローチャートを読むを頭に入れる行為描くく

・データを頭に入れる行為プログラムを作るを頭に入れる行為作る行為

などなど

「Input/Output の原則原則」とは？とは？

講師に質問するが情報・データを頭に入れる行為受講者が情報・データを頭に入れる行為に入れる行為、Input させる行為行為と Output させる行為行為を頭に入れる行為必ず交互に繰り返すことず交互に繰り返すこと交互に繰り返すことに入れる行為繰り返すことり返すこと返すことすこと

良い例）い例）例） Input(30 分で考えたことを何らかの形で表現する行為） → Output(20 分で考えたことを何らかの形で表現する行為) → 休憩(10 分で考えたことを何らかの形で表現する行為）→ Input(20 分で考えたことを何らかの形で表現する行為）→ Output(10 分で考えたことを何らかの形で表現する行為）→

Input(20 分で考えたことを何らかの形で表現する行為） → 休憩(10 分で考えたことを何らかの形で表現する行為）→　Output(30 分で考えたことを何らかの形で表現する行為) →Input(20 分で考えたことを何らかの形で表現する行為）

好ましくない例）ましくない例）例）

Input(20 分で考えたことを何らかの形で表現する行為）→　Input(30 分で考えたことを何らかの形で表現する行為)  →  休憩(10 分で考えたことを何らかの形で表現する行為）→　Output(50 分で考えたことを何らかの形で表現する行為)  休憩 →

Output(50 分で考えたことを何らかの形で表現する行為）→　休憩 → 　Output(50 分で考えたことを何らかの形で表現する行為）
 
理由：

Input し、自分で考えたことを何らかの形で表現する行為の原則頭に入れる行為で調べる考えたことを何らかの形で表現する行為え、Output する行為ことに入れる行為よって能力が活性化する能力が活性化するが情報・データを頭に入れる行為活性化するする行為

Input だけが情報・データを頭に入れる行為続く、あるいはく、ある行為い例）は Output だけが情報・データを頭に入れる行為続く、あるいはくと集中力が活性化するが情報・データを頭に入れる行為途切れて疲れますれて能力が活性化する疲れますれます

  Input したら次はは Output、ある行為い例）はその原則逆によって気分転換と眠気覚ましになりますに入れる行為よって能力が活性化する気分で考えたことを何らかの形で表現する行為転換と眠気覚ましになりますと眠気覚ましになりますましに入れる行為なり返すことます

Output だけを頭に入れる行為続く、あるいはける行為と考えたことを何らかの形で表現する行為える行為ネタを頭に入れる行為が情報・データを頭に入れる行為なくなり返すこと苦しくなりますしくなり返すことます

Input だけを頭に入れる行為続く、あるいはける行為と知識の消化不良を起こしますの原則消化する不良い例）を頭に入れる行為起こしますこします
応用：

Input の原則中に入れる行為短時間のの原則 Output を頭に入れる行為入れる行為れ込むむ

例）

・データを頭に入れる行為座学の講義を聴くの原則講義を聴くの原則最中に入れる行為質問するを頭に入れる行為促し、もし質問がなければ講師が発問して全員に考えさせ、誰かを指名し、もし質問するが情報・データを頭に入れる行為なければ講師が発問して全員に考えさせ、誰かを指名講師に質問するが情報・データを頭に入れる行為発問するして能力が活性化する全員に考えさせ、誰かを指名に入れる行為考えたことを何らかの形で表現する行為えさせ、誰かを指名かを頭に入れる行為指名

して能力が活性化する答えるえさせる行為。

Output の原則中に入れる行為短時間のの原則 Input を頭に入れる行為入れる行為れ込むむ

例）

・データを頭に入れる行為演習問する題を解くを頭に入れる行為やって能力が活性化するい例）る行為最中に入れる行為、間の違った方向に進んでいる受講者をみかけたら、その人にだ　　った方向に進んでいる受講者をみかけたら、その人にだ　　に入れる行為進んでいる受講者をみかけたら、その人にだ　　んで調べるい例）る行為受講者が情報・データを頭に入れる行為を頭に入れる行為みかけたら、その原則人にだ　　に入れる行為だ　　
　　　　け注意するのではなく、全員にいったん演習を止めさせて、その部分を再説明するのに１分　する行為の原則で調べるはなく、全員に考えさせ、誰かを指名に入れる行為い例）ったん演習を頭に入れる行為止めさせて、その部分を再説明するのに１分　めさせて能力が活性化する、その原則部分で考えたことを何らかの形で表現する行為を頭に入れる行為再説明するのに１分　する行為の原則に入れる行為１分　分で考えたことを何らかの形で表現する行為　
　　　　か２分ぐらい費やす。分で考えたことを何らかの形で表現する行為ぐらい例）費やす。やす。(Output の原則中に入れる行為短時間のの原則 Input を頭に入れる行為入れる行為れ込むむ)

  [間の違った方向に進んでいる受講者をみかけたら、その人にだ　　った方向に進んでいる受講者をみかけたら、その人にだ　　に入れる行為進んでいる受講者をみかけたら、その人にだ　　んで調べるい例）る行為受講者が情報・データを頭に入れる行為が情報・データを頭に入れる行為ひとり返すことい例）たら、同じような誤解をしている受講者が他にじような誤解くを頭に入れる行為して能力が活性化するい例）る行為受講者が情報・データを頭に入れる行為が情報・データを頭に入れる行為他にに入れる行為

　　　　も何らかの形で表現する行為人にだ　　かい例）る行為と想定して対処する方がよいして能力が活性化する対処する方がよいする行為方が情報・データを頭に入れる行為よい例）]
・データを頭に入れる行為プロジェクトを読む型演習時に入れる行為、全員に考えさせ、誰かを指名に入れる行為い例）ったん作業を止めさせて短時間のワンポイントレッスンを実施を頭に入れる行為止めさせて、その部分を再説明するのに１分　めさせて能力が活性化する短時間のの原則ワンポイントを読むレッスンを頭に入れる行為実施あづさ

する行為


